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四日市市障害者体育センター 広報紙

こんにちは。四日市市障害者体育センターです。皆様いかがお過ごしでしょうか。皆様の助力のお陰で、この体育センター通信も今月で第30号の発刊に至ることができました。本当にありがとうございます。また、利用者様アンケート等でご感想・改善点等を是非お寄せください。さて、今月の体育センター通信は、共栄作業所様・たんぽぽ様合同地域交流行事特集を組みたい、と存じます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

バスケットボールは、只今休止中です。
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活 団動 体 紹介コーナー

No.26

四日市市内で活動されている団体を
ご紹介します。

編集後記
早いもので、体育センター通信も第30号の発刊を迎えました。これまで、様々な人々の助力があって、通信の発刊を継続することができました。本当にありがとうございます。これからも少しずつ紙面の改善等を行うことができたら、と高橋は考えています。(髙橋)合同地域交流会はとても楽しい雰囲気で進められていきました。アンコールの曲では共栄作業所様、たんぽぽ様の利用者の方々が前のほうで一緒に踊っていて、とてもにぎやかでした。(伊藤)

障害者自立支援施設「共栄作業所・たんぽぽ」合同地域交流行事

四日市市障害者体育センターでは、去る令和5年10月10日火曜日に、事務室にて個人情報保護に関する職員研修を行いました。当日は、市民社会研究所の松井真理子先生(四日市市障害者体育センター運営委員会運営委員長も務めておられます。)を講師としてお招きいたしました。個人情報の保護は、現代社会においてかなり重要な話題なので、勉強になりました。

令和5年10月10日火曜日職員研修を行いました。

ミュージックパレット様によるミュージックベル演奏で「びっくりシンフォニー」や「365日の紙飛行機」「野に咲く花のように」など多数の曲を披露してくださいました。
10月11日、四日市市障害者体育センターにおいて、障害者自立支援施設共栄作業所様・たんぽぽ様による合同地域交流行事が行われました。新型コロナの影響により、開催は４年振りとなります。今回はミュージック・パレット様によるミュージックベルの演奏が行われ、その美しい音色を地域の方々と施設利用者は一緒に鑑賞し、楽しいひとときをすごしました。

受付では、共栄作業所様・たんぽぽ様が製作された「共栄の織り」をあしらったなべ敷や牛乳パックからすいた手作りのしおりが記念品として配布されました。とてもすてきで、身近に置いておきたくなるような記念品グッズでした。


